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四国遍路から学ぶ
平成３１年

　

月２１日（木．祝）■１３の

■場所：久万高原町役場 大会議室
（愛媛県上浮穴郡久万高原町久万２１２番地）
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当日受付 先着１００名１
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◎主催：「四国へんろ道文化」世界遺産化の会、四国地域文化創造会議

　

◎協賛：（公財）えひめ地域政策研究センター、えひめ地域づくり研究会議
◎後援：愛媛県、愛媛県教育委員会、松山市、松山市教育委員会、久万高原町、久万高原町教育委員会、国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所、「四国八十八箇所霊場と遍路

　　　

道」世界遺産登録推進協議会、四国八十八ヶ所霊場会、愛媛経済同友会、愛媛県商工会議所連合会、四国経済連合会、愛媛新間社、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝

　　　

日テレビ、愛媛ＣＡ「～、ＦＭ愛媛、久万高原町商工会、久万高原町観光協会、久万高原町文化協会連絡協議会、久万高原町壮年会、久万公民館、久万高原警察署、きらら会（順不同）

【特別協賛】伊予銀行・愛媛銀行・愛媛信用金庫 順不同）

．お問い合わせ 「四国へんろ道文化」世界遺産化の会 事務局 〒７９０‐ｏ９３２松山市東石井６丁目１２‐拓星企画｛株）内ＴＥＬ：ｏ８９‐９５６‐３５５５担当／寺田・松木
ホームページ＝ｈｔｔｐ：〃８８ｈｅｎｒｏ，ｎｅｔ
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約百年前の大正７年（１９１８年）に、２４歳の女性が熊本市から遍路の旅に出ました。その後、平塚らいてう等と共に女性運動

を始め、「母系制の研究」「招婿婚の研究」などを著し、女性史学の開拓者として知られる高群逸枝です。大分県を経由し八幡

浜に上陸、４３番明石寺から逆打ちで久万高原町の４４番大宝寺で結願。約半年に及ぶ道中の記録を、九州日日新聞（現在の熊

本日日新聞）に『娘巡礼記』として１０５回連載され大変な評判となりました。

　

また、奇しくも１９１７年シカゴ大学のフレデリック・スタール教授が欧米人で最初の四国遍路の旅に出ています。彼は日

本の民衆文化への関心を深め、特に納札の研究で知られています。旧制松山高等学校（現愛媛大学）で７年間教鞭をとった

ドイツ人のアルフレッド・ポーナーは、１９２７年に四国遍路に出かけ『同行二人の遍路』の著書や四国遍路に関する論文をま

とめています。高群逸枝やスタール、ボーナーの事跡は、当時の遍路の実態を伝える貴重な記録で、その価値とともに様々

な課題や視点を示してくれています。百年を契機に、幅広い視野で四国遍路の価値や課題を見つめ直したいと思います。
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北海道から来た男性遍路（ボーナー撮・１９２７年）

【プ□グラム】

「２＝３０～

１３：００～

開場（受付）
開会・主催者あし、さつ

５１番石手寺でのハンセン病患者遍路（ボーナー撮・１９２７年）

小山田 憲正（「四国へんろ道文化ｊ世界遺産化の会 代表世話人）
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■藤田賀子（ふじたよしこ）：
遍路歌手として旅をテ←マに歌を
つくり全国で公演。四国遍路の

　　　　　　
活動に寄付のため積立中。

公演（香川県民ホール）、しまなみ映画祭２０１７、
高知県大月町夜桜音楽祭、平等寺初会式奉納歌など。
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１３：「０～１４：２０ 基調講演①「四国遍路から見る明治１５０年－『娘巡礼記』の歴史的背景－
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光 氏 （愛媛大学 法文学部教授）

『４＝２０～４５：３０基調講演②「外国人が体験した『００年前の四国遍路の様子」
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常慈 氏 （徳島大学 教養教育院准教授）

１５＝３０～「５＝４０（休憩）

１５＝４０～１６＝３０ コンサート「四国お遍路の歌とお話」

　　　　　　　　　　　

藤田

　

賀子 氏 （ＮＰＯ法人８８プロジェクト理事長）

１６＝３０～「６：３５（休憩）

１６＝３５～１７＝３０ パネルディスカッション「女性と外国人の視点から、百年前の四国遍路を探る」
‘パネラー

１７：３０

．コーディネーター

閉会のあし、さつ

胡
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氏（愛媛大学法文学部教授）

モートソ常慈 氏（徳島大学教養教育院准教授）
藤田

　

賀子 氏（ＮＰＯ法人８８プロジェクト理事長）

原

　

恵美 氏（遍路宿「碧」女将）
渡逸

　

浩二（「四国へんろ道文化」世界遺産化の会 世話人）

塩崎 満雄（「四国へんろ道文化」世界遺産化の会 代表世話人）

※プログラム等は変更になる場合があります。ご了承ください。


